
 

 

会議名等 令和６年度当事者会 6月定例会 文 責 障がい福祉室 

日 程 
令和 6年 6月 20日 

午後１時３０分～３時３０分 
場 所 メイシアター レセプションホール 

１． 「防災ハンドブック」について 

1-1 内容について 

次回の吹田市地域自立支援協議会全体会で報告予定。初校 8月のため、ハンドブックの中身を埋め

ていく必要がある。 

タイトルを「障がい者のための防災ハンドブック」にしている。内容についても意見交換を行った。 

 

 【意見】 

   ・大きさについて A4の方が大きいので見やすい。ただ、携帯することを考えた場合 A5の方がいい。 

   ・デザインについて、表紙の火の色で文字が見にくいのではないか。「当事者会の活動について」の文字

を大きくした方がいいのではないか。 

   ・イラストが少ないので、もっと多くした方がいい。イラストの素材については、危機管理室発行の「吹田

市防災ブック」のイラストにいいものがある。利用させてもらってはどうか。 

   ・タイトルについては、障がい者のためのハンドブックなので、「障がい者のための防災ハンドブック」が

いい。 

   ・内容はもっと簡素化した方がいい。障がい特性により、対応が異なる場合は、自分で書き足してはど

うか？内容については、実体験に基づいての方がいいのか？障がい種別で分けた方がいいのか？

→16ページで当初考えていた。障がい種別で内容を記載したら、4ページ増えた。その結果、内容の

重複も出た。簡素化した方がいいのであれば、初校版の時に簡素化する。 

   ・吹田市版救急防災情報シートヘルプカードの内容について、薬の内容が少ないので、お薬手帳を携帯

した方がいい。 

 

1-2. 5月定例会のグループワークを振り返って 

  「地域との繋がりづくり～みんなで取り組む防災～」の内容について意見交換を行った。 

 

【意見】 

   ・地域・自治会の協力が必要。その内容を入れたい。 

   ・防災訓練の防災無線について、耳が聞こえない人もいるので、LINE やホームページでも公開して、文

字にしてほしい。 

   ・手話でのコミュニケーションシート、ヘルプシートを見本で配っている。「障がい者のための防災ハンド

ブック」の次に進めたいので、参考で配っている。 

 

1-3 「個別避難計画」の内容を掲載することについて 

 個別避難計画を「障がい者のための防災ハンドブック」に掲載するか考えたいが、時間の関係上、本

日は意見交換ができないので、考えておいてほしい。 

 

 

 

会議録（要旨） 



 

 

２． その他 

・運営事務局から吹田市地域自立支援協議会全体会議について 

    吹田市地域自立支援協議会全体会議を 6 月 24 日（月）に開催予定。当事者会からも傍聴参加者あ

り。当事者会から、「障がい者のための防災ハンドブック」の進捗状況を報告。参事が輪島市に派遣中の

ため、現地の状況報告がある。 

 

・吹田市地域自立支援協議会の年間スケジュールについて 

   配布している当事者会年間スケジュールの内容を確認する。「障がい者のための防災ハンドブック」に

ついて、7 月に内容検討、家族会及び障がい者団体の連絡先を確認する。8 月に初校。10 月再校。12

月に完成。1月印刷。3月に全体会で承認受けたい。 

 

・亥子谷障がい者相談支援センターの紹介 

 

 以上        

 

 


